





【方法】調査対象者は,A大学看護栄養学部看護学科 1年生 58名 に自己記述式質問紙調査を授業前
後で 2回実施 した。調査項 目は,牛 ノ濱等が作成 した講義「女性 と日本文化」の効果測定項 目(10項 目)
に筆者が 5項 目を追加 した 15項 目,過去の日本文化の経験の有無 とその期間,授業に対する自由
記述であった。
【結果および考察】調査参加者は 52名 ,回収率 89。 7%であった。調査項 目の授業前後の信頼係数は,
α=.792,.830と 高かった。各項 目の平均値の授業前後の比較は,調査項 目⑦ 「看護の実習時,言
葉遣いなどに役立つ と思 う」が授業後に低下 したが,他の 14項 目においては授業後が上昇 した。
15調査項 目中の 10項 目と 15項 目全体を合計 した平均値が有意に授業後が高かった。 日本文化の




た教育の在 り方・ 目標の検討などの課題が明確 となった。






リキュラム作成の参考 として示 した 「看護学教育モ
デル・コア・カ リキュラム」が策定され,平成 29年






保健 0医療・福祉における協働,ケ アの質 と安全の
管理,社会か ら求められる看護の役割の拡大,科学

































とであり,建学の精神 として 「聖母マ リアのように
神様にも人にも喜ばれる女性の育成」である。これは,




















ものを鑑賞する。 これ らの体験を楽 しみつつ伝統文
化の一端に触れたことを実感 し,授業後には課外活
動で学習を継続する学生がいるなど好評を得ている。






1「女性 と日 化 の 達 と
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育科 目の 2系列で構成 されている。
その中で基礎教育科 目は,人間的成長を促す領域
と情報を活用 し表現力を高める領域で構成 され,専


















1回    オリエンテーション,「女性 と日本文化」の講義」のねらいや授業計画等の
概要説明, 日本文化の概説の講義
203回  華道 (1/2)華道・池ノ坊に関する日本文化の概要の説明
二人で一つのいけばなを創作 0創作した作品の鑑賞
405回  華道 (3/4)華道・池ノ坊に関する日本文化の概要の説明
一人でいけばなの創作・創作した作品の鑑賞
607回  装道 (1/2)浴衣の名称・着装に必要なもの・たたみ方,半幅帯の結び方
挨拶の仕方,玄関の入 り方・履物の揃え方
809回  装道 (3/4)浴衣のたたみ方,正 しい浴衣の着方と脱ぎ方,浴衣の着装 ,
半幅帯の結び方,物の受け渡 し,襖の開け方・閉め方
10011回 装道 (5/6)浴衣の着装,半幅帯の結び方,美 しい着装のポイン ト
美 しい立ち振る舞い
12・ 13回 装道 (7/8)浴衣の着装,半幅帯の結び方,お茶の入れ方の実際





2演習 日誌 。女性 と日本文化をどのように考えるか等の提出物 50%
「女性と日本文化」の授業評価の検討
2回 目 (授業終了時の日誌・ レポー ト提出時 三以降
授業後とする):2018年 12月 21日 ～ 24日
4)調査項 目 :
(1)2010年牛ノ濱等が作成 した講義 「女性 と日本文
化」の効果測定項 目 (10項 目)6)(講義 「女性 と日
本文化」尺度 とする)に筆者が 5項 目を追加 し 15








項 目が入っている。今回は, 日本文化 として直接学
んでいる装道 0華道について生活との関連・学ぶ意





い」2「 ほとんど当てはまらない」 3「 どちらかとい
うと当てはまらない」4「 どちらともいえない」 5「 ど






















V 結  果
1)調査参加者は,52名 (有効回答率 89。 7%)であった。
















知らなすぎる」5.27± 1.430,調 査項目① 「花の美
しさを感じて心が豊かになる」5。 90± 0.774,調 査
項 目④ 「花の美 しさや立ち振る舞いの美 しさに気
づくことができ,感性が刺激される」5。 98± 0。 874
の 3項 目で,他の 12項 目は 6.0以 上を示 した。15
項目全てを合計した平均値においては,授業前 5。 57






8名 (15.4%),文化系 (書道・茶道 。日舞等)の経
験者は,19名 (36。 5%)で あった。両方の経験者は,
3名 (5.8%)であった。
4)15項 目の授業前後の平均値の比較
















































4。 93± 1。 075



































15項 目全てを合計 した平均値 5.57±0.53 6.04±0.50 ***
表2 調査項目の授業前後の平均値と標準偏差,有意確率(n=52)
に伴い, 日本文化を学ぶことは役に立つ」の 10項
目であった。そ して,15項 目全体を合計 した平均
値においても有意に授業後が高かった。 この比較
においては,各項 目ごとの度数分布が正規分布を
示 していないものが多 くノンパラメ トリック検定
であるWilcoxonの 符号付き順位検定を実施 した。
5)過 去の 日本文化の経験の有無による 15項 目の合
計の平均値の比較
授業後の 15項 目の合計の平均値を日本文化 (装
道・華道)の体験の有無でグループ化 したものを
比較 し表 4に示 した。体験有 りが 5名 ,6。 16± 0。 51




験の有無によリグループ化 したものを比較 した (表
4)。 体験有 りが 30名 ,6.11± 0.46で あった。体験
































































を準備 して下さるとうれ しい。授業は 1時間 (週 に)
でいいと思 う。
(4)多 くのことを学ぶことができ, とても貴重な経






















7)平成 30年度の実施状況を図 1・ 2で示す。
















授業後に有意差を示 さなかった調査項 目② 「一
般的なマナーを身につけることが大切だと思 う」,
調査項 目③ 「普段の生活の中か ら礼儀を心がける
必要がある」については,授業前が高 く,こ の授
業の前よリマナー・礼節の大切 さを心がけている
ためであると考える。調査項 目⑦ 「看護の実習時 ,
言葉遣いなどに役立つ と思 う」は,授業の有無に
関わらず大きな影響はなかったと思われる。これ
は,牛 ノ濱等 8)と 同様であった。調査項 目⑨ 「看
護に必要な心 (相 手を尊重する)を学ぶことがで
きる」は,授業前が 6。 04± 0。 949と 6。 0以 上で高
い値を示 してはいるが,授業後は 6.31± 0.781と
大きな上昇を認めなかった。 これは,着装・お茶













ためプ リン トを準備 して下さるとうれ しい」 と記







以外の日本文化の経験者が延べ 30名 (57。 7%),ま



































方 としては,物の生産・消費 とい う活動よりも生
命の維持・衣食住等を考えているのではないかと




次に,「 2。 美に対す る感性 を磨 くと共に礼節 を
身につけることができる」とい う目標を検討する。
これは,調査項 目②④③が該当する。その中で項




































に結び付 くものである。また, 日標 2は ,「感性 と
礼節」の 2つ の内容を包含 してお り,今後 目標の
検討も必要である。
最後に,「 3。 看護職の基盤 となる教養を深める機
会 となったと感 じることができる」 とい う目標を
検討する。 これは,調査項 目②③⑤⑦⑨⑩⑫⑬⑭















































ティ (自 我同一性)の確立であり, 自分 と対峙 し










































看護学科 3年生 58名 に自己記述式質問紙調査を授
業前後で 2回実施 した。
2)調査項 目は,牛ノ濱等が作成 した講義 「女性 と日
本文化」の効果測定項 目 (10項 目)に筆者が 5項
目を追加 した 15項 目,過去の日本文化の経験の有
無とその期間,授業に対する自由記載であった。
3)調査参加者は 52名 ,回収率 89.7%で あつた。調
査項 目の授業前後の信頼係数は,=.792,。 830と 高
かった。
4)15項 目の平均値の授業前後の比較は,調査項 目
⑦ 「看護の実習時,言葉遣いなどに役立つ と思 う」
が授業後が低下したが,他の 14項 目においては授
業後が上昇 した。15調査項 目中の 10項 目と 15項
目全体を合計 した平均値が有意に授業後が高かっ
た。 日本文化の経験者は,装道 0華道 とも各 3名 ,







ことが容易ではないことが示唆 され,こ れ らを考
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Examine the evaluation of the class "Women and Japanese Culture"
Mariko Sonoda, Kyoko Muta
Departinent of Nursing,lFaculty of Nursing and Nutritionフ
I:《こagoshilna IIIlnlaculate Heart University
Key words:Wolnen and Japanese Culture,lessOn's effectiveness,
fen■ ale students in a bache10r's prOgralnlne Of nursing colleges.
Abstract
【(Эbjectives】 ]Deine the evaluation Of the class“ WOInen and Japanese Culture''to renect on the challenges
for the future.
【Method】 The respondents of the surveys were 58■ rst― year students iom the Department of Nursing Sci…
ence,Faculty of Nutritional Science,A University,and self― descriptive questionnaires were conducted twice,
one before and one after the class.The questionnaires included 15 questions;ten effectiveness lneasurelnent
questions on the lecture“ Wolnen and Japanese Culture"con■ piled by l:Jshinohalna et al。 ,and ive addition―
al questions created by the authors.They alloヽ wed the respondents to describe freely about the absence or
presence of their experience with Japanese culture in the past,the duratiOn Of the experience,and their
thoughts on the lesson。
【Findings and observations】 52 participated in the surveys,and the collection rate was 89.7%.The confi…
dence coef■ cient on the questions before and after the lesson was high at α=。 792 and.830 respectively ln
colinparing the lnean value of each question before and aRer the lesson,the score for Question 7“ Do you
think it is useful during nursing practice or in one's language?"shoヽ w・ed a decline after the lesson,but the
values increased after the lesson in the other 14 questions..Arnong the 15 questions,the colnbined lnean
value for Question 10 and 15 was signincantly high after the lessono As to those who had experience in Jap…
anese culture,three respondents professed to have experience in both Sodo and Kado,and 30 respondents
noted their experience in other aspects of Japanese culture,indicating that the absence Or presence Of expe口
rience lnade no signincant difference on the 15 questions.There were also lnany positive colnlnents on the
lesson.Fronl these indings,it is believed that the lessOn was useful.It is assurned that fen■ ale university
students in a bachelor's programlne Of nursing cOlleges have difficulty in understanding Others and that
they struggle to abstract their specinc experiences,and the challenge to exalnine the whole concept and ob―
jectives of education that considers these dif■ culties has cOme intO fOcus.
